
令和６年度～令和１０年度観測研究計画

課題番号：JAMS03

（1）実施機関名：

海洋研究開発機構

（2）研究課題（または観測項目）名：

（和文）地震・津波の発生過程の理解とその予測研究
（英文）

（3）関連の深い建議の項目：

2 地震・火山噴火の予測のための研究
(2) 地震発生確率の時間更新予測

ア. 地震発生の物理モデルに基づく予測と検証

（4）その他関連する建議の項目：

1 地震・火山現象の解明のための研究
(3) 地震発生過程の解明とモデル化

2 地震・火山噴火の予測のための研究
(1) 地震発生の新たな長期予測（重点研究）

ア. プレート境界巨大地震の長期予測
3 地震・火山噴火の災害誘因予測のための研究

(1) 地震の災害誘因の事前評価手法の高度化
イ. 津波の事前評価手法

(2) 地震の災害誘因の即時予測手法の高度化（重点研究）
イ. 津波の即時予測手法

5 分野横断で取り組む地震・火山噴火に関する総合的研究
(1) 南海トラフ沿いの巨大地震
(3) 千島海溝沿いの巨大地震

6 観測基盤と研究推進体制の整備
(1) 観測研究基盤の開発・整備

イ. 観測・解析技術の開発
エ. 地震・火山現象のデータベースの構築と利活用・公開

(3) 関連研究分野の連携強化

（5）令和５年度までの関連する研究成果（または観測実績）の概要：

「災害の軽減に貢献するための地震火山観測研究計画（第２次）」（令和元年度～令和5年度）の中で
実施していた「地震発生帯モデリング研究海底広域変動観測研究」と密接に関連する。令和5年度まで
は、国立研究開発法人海洋研究開発機構第4期中期目標に掲げられている「海域で発生する地震及び火
山活動に関する研究開発」の下で、大学や国研等の関係機関と連携して以下のような研究を進めてき
た。
地震発生帯の現状把握・長期評価へ貢献するために、地震発生帯の調査観測から得られた最新の観測
データに基づき、地震発生メカニズムの理解やプレート固着の現状把握と推移予測に資する知見を蓄
積してきた。現状把握や推移予測のベースとなる地下構造モデルを構築した。また、現状把握と推移
予測のための解析手法高度化と実データ適用については、観測データやモデルの不確さを考慮した固
着すべり解析手法を構築するとともに、様々な観測量から摩擦パラメータを推定する複数の手法を開
発した。さらに、推移予測システムのプロトタイプ構築を進めた。



（6）本課題の５か年の到達目標：

引き続き国立研究開発法人海洋研究開発機構の中期計画に沿って研究開発を進める。
まず、最初の2年間(令和6年度および7年度)は、国立研究開発法人海洋研究開発機構第4期中期目標に
かかげられている大目標の一つである「（３）海域で発生する地震及び火山活動に関する研究開発」
の下で、以下の研究を進める。
我が国の周辺海域においては、南海トラフ地震や海底カルデラ等、大規模災害をもたらす地震・火山
活動が活発であり、防災・減災対策の更なる強化が求められている。そのための具体的な検討を進め
るには、海底下で進行する地震・火山活動の実態把握及び長期評価が欠かせないものの、現在は観測
データも十分に揃っていない状況にあり、観測体制の構築と、データの取得・解析を通じたメカニズ
ムの理解等の科学的知見の充実が課題となっている。このため、機構は、地震発生メカニズムの理解、
プレート固着の現状把握と推移予測及び海域火山活動の予測研究に資するデータと知見を蓄積し、地
震調査研究推進本部、気象庁、防災科学技術研究所、大学等の関係機関に情報提供することで、地震
発生帯の現状把握・長期評価及び火山活動評価に貢献する。これを実現するために、大学や防災科学
技術研究所等の関係機関と連携して、南海トラフ地震の想定震源域等を中心とした、広域かつ精緻な
データを連続的にリアルタイムで取得する海底地殻変動観測網の整備・高度化を進めるとともに、高
精度の海底地下構造調査、海底堆積物・海底下岩石試料の採取・分析を実施する。これにより得られ
たデータと既存のデータの統合・解析を行うことで、地震発生帯モデル及びプレート固着状態に関す
る推移予測手法の高度化を行う。また、海域火山に係る先進的な観測手段を確立し、海域火山周辺に
おいて火山活動の現状把握を行うとともに、地球内部構造や熱・物質循環機構等の解析を進める。
令和8年度以降は、国立研究開発法人海洋研究開発機構第5期中長期目標にかかげられている大目標の
一つである「（２）地球変動帯で発生する地震及び火山活動の諸現象に関する研究開発」の下で、継
続して本課題に取り組んでいく。

（7）本課題の５か年計画の概要：

令和6年度と令和7年度には、既存データ、中長期計画前半で得られた構造データに基づき、地域ごと
の詳細構造を取り込んだ三次元地震発生帯地下構造モデルの高度化を実施するとともに、高度化以前
のモデルを用いた地震の発生、地震波の伝播、津波の発生等の各過程に関するシミュレーションや、
地殻活動のデータ解析、海洋変動の影響評価を実施する。また、データ同化手法等を用いたプレート
固着状態の推移予測の試行を実施する。さらに、関係機関との協力により高度化した即時津波被害予
測システムの社会実装を進める。令和8年度以降は、観測技術並びに地下構造モデルを踏まえた解析手
法開発を進め、地震・火山の時空間変化のモニタリングを実施する。さらに、地震や火山、またはそ
れらに励起される津波に対しては、推移を予測するための手法を高度化する。それらの成果を踏まえ
て、地震・火山・津波データのリアルタイム解析から、その情報発信の仕組みまでを一体的に開発す
ることで、現状把握と推移予測の高度化を実施していく。

（8）実施機関の参加者氏名または部署等名：

地球モニタリングセンター
他機関との共同研究の有無：有
防災科学技術研究所,東京大学地震研究所,東北大学,静岡県立大学

（9）公開時にホームページに掲載する問い合わせ先

部署名等：地震火山研究部門　地球モニタリングセンター
電話：
e-mail：
URL：https://www.jamstec.go.jp/ggm/j/

（10）この研究課題（または観測項目）の連絡担当者

氏名：飯沼卓史
所属：地球モニタリングセンター


